
 

20２６年１月 14日 

株式会社スコープ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：横山 繁）が提供する賞味期限管理アプ

リ、「Expiry Management（エクスパイリー・マネジメント）」の国内導入実績が２０２６年１月現在で、

５１チェーン、2,400店舗を突破しました。「Expiry Management」は賞味期限管理の効率化を支援

するアプリとして、店舗スタッフから強く支持されています。20２４年３月時点での導入店舗数は３８７

店でしたが、約６倍の2,400店にまで急拡大。この背景には、店舗運営を大幅に効率化する実用性と、

デジタルツールに不慣れなスタッフでも簡単に使用できるインターフェースの利便性が挙げられます。

「Expiry Management」に関心のある店舗様には無料トライアルの機会をご用意しております。 

 

「エクスパイリー・マネジメント」（Expiry Management）とは 

賞味期限管理のためのクラウド型プラットフォームのアプリです。 店舗での日付管理の効率化ととも

に、廃棄ロス削減や業務コストの最適化を実現します。 さらにOCRデバイスやプリンター、電子棚札

（以下 ESLと表記）との連携で「廃棄を価値に！」を実現するリ各所サポート機能が強化され、店舗DX

に貢献する仕組みが充実しています。 これにより、店舗オペレーションの効率化や改善はもとより、販

売促進に繋がる「売りきる力」の増大が期待できる頼れるツールへと進化して参ります。 

Expiry Management (旧名：Semafor) 賞味期限管理 

 

1. 「Expiry Management」の導入が急拡大している要因。 

１－１、誰が使っても迷わない、シンプル設計 

スマートフォンやタブレットで直感的に操作可能。  

画面の指示に従うだけで作業が完了します。 

新人・パート・外国籍スタッフでも、同じ品質で期限チェックが行えます。 

１－２、正確でムダのない賞味期限管理 

アプリが「今日チェックすべき商品」だけを自動で提示。 

全品チェックをやめることで、属人化を防ぎ、作業を標準化します。 

１－３、すぐに始められる、無理のないコスト 

エクスパイリー・マネジメント 

賞味期限管理アプリ 

「Expiry Management （旧セマフォー）」 

導入実績が５１チェーン、2,４００店舗を突破。 

https://www.whywaste-japan.jp/expiry-management/


初期投資や専用機材は不要のクラウド型サービス。 

1売り場・1店舗から導入でき、 

「まずは加工食品売場から」といった段階的な導入も可能です。 

 

2. 「Expiry Management」の操作性と世界での導入実績 

店舗スタッフからはシンプルで、スマホやタブレットから直感的に操作できるインターフェースが好評

です。デジタルツールに不慣れなスタッフでも容易に操作ができ、導入初日から効果を発揮します。年

齢や経験の有無を問わない「簡便さ」が「Expiry Management」の設計思想です。 

「Expiry Management」は、賞味期限管理におけるヒューマンエラーを削減しつつ、店舗内の食品

ロスを効果的に抑制します。導入時にシステムとの連携が不要で単独運用が可能なため、コストも低く

抑えられます。また、海外でも 20ヶ国以上で導入されており、信頼性も抜群です。 

 

３. 無料トライアルのご提供 

関心のある企業様や店舗様には最大３か月間の無料トライアルの機会をご用意しております。詳細情

報の説明が必要な場合は、下記担当までお問い合わせください。 

 

お問い合わせ先 

whywaste-japan事務局    

Email: hello@whywaste-japan.jp 

Webサイト: https://www.whywaste-japan.jp/ 

 

【株式会社スコープ】 

代表取締役社長：横山 繁 

設立：1989年 4月 1日 

所在地：東京都千代田区富士見 2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム 28階 

事業内容：総合企画事業 

企業サイト：https://www.scope-inc.co.jp/ 

問合せ先：koho@scope-inc.co.jp 

電話番号: 03-3556-7610 
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